キョウハクセイ ショウガイ カンジャ ノ チリョウ ハンノウセイ ヒョウジュンカ サレタ ヤクブツ ト ニンチ コウドウ リョウホウ ノ ヘイヨウ リョウホウ ノ ユウコウセイ ニ カンスル ショシン 1ネンゴ ノ ゼンポウシテキ チョウサ by 林田, 和久
  
 
氏     名   林田 和久 
学 位 の 種 類   博士（ 医学 ） 
学 位 記 番 号   第 5799号  
学位授与年月日   平成 24年 3月 23日  
学位授与の要件   学位規則第 4条第 2項該当者  
学 位 論 文 名    強迫性障害患者の治療反応性：標準化された薬物と認知行動療法の併用療法 
の有効性に関する初診一年後の前方視的調査 
論文審査委員   主 査  切池 信夫 教授     副 査  石井 正光 教授  
          副 査  仲谷 達也 教授 
 
 
論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】強迫性障害の主要な治療法として、薬物療法や認知行動療法の有効性が実証されている。し
かし、両者の併用療法の予後に関する報告は極めて少ない。今回、強迫性障害患者に対し、両者の併
用療法を 1年間行い、その反応性や中断率などを検討した。更に、治療反応性により群別し初診時の
臨床像を多面的に比較検討することで、治療反応性の予測因子の同定を試みた。 
【対象と方法】初診時に強迫性障害と診断され、本研究の趣旨を説明した上で参加の同意が得られた
343例を対象とした。初診時評価後、全対象患者に対し可能な限り標準化した手順に従って治療を行
い、当初は薬物療法から開始、その後、薬物反応性や治療的動機づけを確認できた場合に認知行動療
法に導入した。継続的に治療が可能であった患者には、初診約 1年後の治療反応性を評価した。さら
に、「反応良好群」、「治療抵抗性群」、「治療中断群」に類別し、それら三群間について初診時の患者
背景や臨床症状などを比較検討した。 
【結果】全対象者中 42例が、治療を中断した（治療中断群）。一年間治療を継続した 301例中、113
例が「反応良好群」、85例が「治療抵抗性群」と評価され、両者の中間のものは解析の対象から除外
した。「治療抵抗性群」や「治療中断群」では、「反応良好群」に比し、より早発で、罹病期間が長く、
初診時の日常及び社会生活機能水準がより低く、強迫症状の不合理性に関する認識がより乏しかった。
また「治療抵抗群」では、「反応良好群」に比し、強迫症状がより多彩で重症であり、clusterAなど
人格障害の併存が有意に高率に認めた。 
【結論】このように、標準化した併用療法プログラムは、OCD患者に対し十分に有効なものであった。
しかしながら、より高度な社会機能的問題や執拗な洞察不良は、治療反応性不良のみならず、治療継
続上にも著しい障害を来すものと考えられた。またこのような反応性や継続性には、強迫症状の内容
やその重症度のみならず、日常及び社会生活機能水準や人格障害の併存など、より多様な因子の関与
が示唆された。 
 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
強迫性障害患者を対象に標準化した薬物療法と認知行動療法との併用療法プログラムの有効性に
ついて、前方視的調査にて検討した。 
対象は、Diagnostic and Statistical Manual of Mental Disorders, 4th,ed. 
(DSM-Ⅳ)で強迫性障害（obsessive compulsive disorder: OCD）の診断基準を満たした 343例の患
者である。OCDについての心理教育を施行後、セロトニン再取り込み阻害薬(SRI)による薬物療法を
開始した。患者が少なくとも二種の SRIに反応性不良と評価された場合、非定型抗精神病薬を付加
的に投与した。そして認知行動療法を、これに関する心理教育と行動分析の後に施行した。入院治
療は、この治療プログラムに対するコンプライアンスが不良、ないし強迫症状への家族の巻き込み
が著しい患者を対象として行った。一年以上これらの治療を継続した患者については、Yale-Brown 
Obsessive-Compulsive Scale (Y-BOCS)の総得点の改善率により、治療反応性を評価した。 
一年間治療を継続した者は 301(88%)例で、Y-BOCS総得点の平均改善率は 41%であった。一年後の改
善率において 38%では 50%以上の著明改善（反応性良好）を示し、28%では 30%未満で、この群は反応
性良好群に比して初診時において早発、全体的機能水準 がより低い、洞察不良などの臨床特徴を認め
た。 
以上の結果より、標準化した薬物療法と認知行動療法との併用療法は、OCD患者に対して有効である
と考えられた。 
以上の研究結果は、強迫性障害患者の治療において新知見をもたらし、この領域での発展に寄与す
る点は少なくないものと考えられた。よって本研究者は博士（医学）の学位を授与されるに値するも
のと判定された。 
 
 
